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（写真）Shutterstock “米国のベネズエラ移民と犯罪について分析” 
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ランプ大統領は、バイデン政権が大量に受け

入れた外国人不法移民が米国の治安を悪化 

させていると主張。 

 

特にベネズエラを起源とする犯罪組織「Tren de 

Aragua」を国際テロ組織に指定し、ベネズエラ人が治

安悪化の主犯のように扱い、ベネズエラ不法移民を

排除しようとする動きは激しさを増している。 

 

本稿では、米国におけるベネズエラ不法移民と犯罪

について紹介してみたい。 

 

 

２０２４年の大統領選当時からトランプ大統領は、

ベネズエラ不法移民が米国に大量に入国したことで

米国の治安が悪化したと主張している。 

 

同時に、トランプ大統領は、ベネズエラ国内の治安

について、「Tren de Aragua のメンバーが米国に流

れたことで、治安は改善した」と指摘。マドゥロ政

権が犯罪者を米国に送り込み、バイデン政権はそれ

を阻止しなかったと訴えた。 

 

実際にバイデン政権は、人道的な配慮を理由にベネ

ズエラ不法移民を含めて、他国移民の流入に比較的

寛容な政策を執ってきた。 

 

バイデン政権下でベネズエラ移民が急増 
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ベネズエラ人の米国入国が拡大したのは、バイデン

政権が発足した２０２１年頃からで、「米国国境保護

税関（CBP）」のデータによると、２１年にメキシ

コ国境から米国に入国したベネズエラ人は約４．９

万人。 

 

２０２２年は１８．８万人、２３年は２６．６万人

と急増。２４年はパナマ・メキシコでの越境コント

ロール強化もあり、やや減少し、２６．１万人だっ

た。いずれにせよバイデン政権下でベネズエラ移民

が急増したことは間違いない。 

 

ベネズエラ移民が急増した理由は、バイデン政権が

行った移民寛容政策だった。 

 

バイデン政権は、人道的な配慮から２０２１年にベ

ネズエラの不法移民に「一時滞在資格（TPS）」を与

え、米国での居住と就労を許可した。 

 

２０２５年１月時点で TPS を受けて６０．７万人の

ベネズエラ人が米国に滞在・就労しているとされて

いる。 

 

加えて、バイデン政権は「人道特別条件プログラム

（CHNV）」という枠組みで、一定の外国人の居住を

認めており、CHNV の枠組みで１１．７万人のベネ

ズエラ人の米国での滞在を許可していた。 

 

右上の図は、米国におけるベネズエラ移民の推移。 

 

「米国コミュニティ（ACS）」のアンケートによる

と、１９８０年に米国に滞在するベネズエラ人は

３．３万人だった。 

 

 

その後、徐々に拡大し、２０１０年には１８．４万

人まで増加。それが２３年には７７万人まで一気に

増加している。 

 

（出所）米国コミュニティ（ACS） 

 

 

しかし、トランプ政権の再来でこの流れは１８０度

変わる。 

 

トランプ大統領は、就任後すぐに CHNV の新規受け

入れを停止し、CHNV の枠組みで米国に居住してい

るベネズエラ人を送還しようとしている。 

 

また、２０２５年２月に TPS の延長停止を決定。 

２５年４月２日に約３５万人、同年９月１０日に約

２５万人の TPS が失効する見通しとなっている。 

 

TPS が失効したベネズエラ人は別のステータスに乗

り換えることが出来ない限り、不法移民として拘束

の対象になる。 

 

 

トランプ政権の再来 ベネズエラ移民排斥 
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更にこの状況に追い打ちをかけるのは、「敵性外国人

法」の導入である。 

 

トランプ大統領は、“ベネズエラ系の国際テロ組織

「Tren de Aragua」が米国の安全を脅かし、我が国

領土を侵略しようとしている”として Tren de 

Aragua 構成員の送還を迅速化するために敵性外国人

法を施行すると発表した（「ベネズエラ・トゥデイ

No.1191」）。 

 

これにより Tren de Aragua の構成員の可能性がある

１４歳以上のベネズエラ人は米国から他国に追放さ

れるという。 

 

加えて、ベネズエラを含む１１カ国（アフガニスタ

ン、ブータン、キューバ、イラン、リビア、北朝

鮮、ソマリア、スーダン、シリア、イエメン、ベネ

ズエラ）の国民の入国を禁止する法律の施行を検討

しているようで、ベネズエラ人に対するトランプ政

権の風当たりは極めて厳しいと言える。 

 

なお、米国はマドゥロ政権をベネズエラ政府と認識

しておらず、グアイド暫定政権の解散後、在米ベネ

ズエラ大使館は閉鎖している。 

 

米国に滞在するベネズエラ移民は、米国内でパスポ

ートを更新することが出来ず、メキシコまで足を運

ぶ必要がある。しかし、現在のトランプ政権の対応

を見る限り、一度メキシコに移動したベネズエラ人

が米国に戻るのは容易ではないだろう。 

 

TPS や CHNV の枠組みで米国に滞在しているベネズ

エラ人の状況は八方ふさがりと言える。 

 

 

 

米国で Tren de Aragua の存在感が大きくなっている

ことは確かだろう。多くの米国人が Tren de Aragua

が米国の治安を悪化させていると感じているよう

だ。 

 

米国の国土安全保障省によると、Tren de Aragua は

少なくとも米国１６州で活動をしているという（下

図の赤色の地域が Tren de Aragua の活動実態がある

とされる州、ただしフロリダ州が塗られていない

が、間違いだろう）。 

 

Tren de Aragua の活動が特に活発な地域としては、

ニューヨーク、マイアミ、ロサンゼルスが挙げられ

ている。 

 

（写真）Infobae 

 

 

Tren de Aragua 実態見えない不安感 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/a63d6b75506caa5365757e373602b7c5.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/a63d6b75506caa5365757e373602b7c5.pdf
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Tren de Aragua の具体的な活動は、「自動車窃盗」

「強盗」「金融詐欺」「売春あっせん」「麻薬取引」な

どが挙げられる。 

 

Tren de Aragua の構成員が起こしたとされる事件の

一例として、２０２３年８月にバージニア州で Tren 

de Aragua の構成員が店舗に強盗に入り、店の商品

を奪って逃走したという。 

 

他、フロリダ州で偽の小切手を使用し、１１．８万

ドルを不正に引き出したという。なお、この資金は

最終的にベネズエラに流れていたという。 

 

ニューヨーク州では、Tren de Aragua が Queens の

ルーズベルト通りで売春あっせんに関与していたと

いう。 

 

麻薬取引に関しては、テネシー州で地元の犯罪者集

団と同地域のコントロールを争い抗争が起きたとい

う。 

 

ただし、様々な記事を読んだ限り、Tren de Aragua

の構成員かどうかを判断する手段は乏しいという。 

 

外交関係の断絶により、米国とベネズエラの犯罪者

情報の共有は長年停止しており、ベネズエラ側の犯

罪履歴を確認する手段が無い。 

 

そのため逮捕した人物の犯罪履歴は不明で、自白、

第三者の証言、あるいは Tren de Aragua の構成員が

しているタトゥー（右の写真）など、一部はあいま

いな基準で構成員かどうかを判断しているようだ。 

 

 

 

直近では、トランプ政権が Tren de Aragua の構成員

を含む２５０名超をエルサルバドルに送ったことで

話題になったが、実際のところ、この２５０名超の

うちどれくらいの数が Tren de Aragua のメンバーか

は定かではないという。 

 

その意味で、米国政府も Tren de Aragua の活動を正

確に把握できておらず、実態が分からない不安感が

存在を大きく見せている側面はありそうだ。 

 

（写真）U.S. Border Patrol 

 

 

これまでの内容を読む限り、ベネズエラ不法移民の

増加で米国の治安が悪化したように見えるが、統計

上は逆の結果になっている。 

 

２０２４年６月に米国の「連邦捜査局（FBI）」が公

表したデータによると、２０２４年１～３月の米国

の暴力的な犯罪件数は前年同期比１５．２％減少し

ていたという。 

 

「殺人」は同１３％減、「暴行」は同６％減、「自動

車強盗」は同１７．３％減など治安の改善がみられ

るようだ。 

ベネズエラ移民と犯罪の関係は統計上不明 
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２０２１年から犯罪件数は減少傾向にあり、米国の

General Merrick 検事総長は「米国内での暴力的な

犯罪は減少傾向にある」と指摘している。 

 

しかし、Gallup が２０２３年１２月に実施した世論

調査では、７７％の米国人が「犯罪率は増加した」

と回答しており、国民の感覚は統計と違うようだ。 

 

他、一般犯罪とベネズエラ移民の関係もはっきりし

ていない。 

 

以表はベネズエラ人が多い米国の都市のリストであ

る。ASC のデータによると、マイアミ、オーラン

ド、ヒューストンの３都市に４８％のベネズエラ移

民が集中しているという。 

 

 

一方、BBC が FBI のデータから作成した「米国の犯

罪が多い地域トップ１０」は以下の通り。 

 

１． ミズーリ州サンルイス 

２． ミシガン州デトロイト 

３． メリーランド州バルティモア 

４． テネシー州メンフィス 

５． ミズーリ州カンザスシティ 

６． ウィスコンシン州ミルウォーキー 

７． オハイオ州クリーブランド 

８． カリフォルニア州ストックトン 

９． ニューメキシコ州アルバカーキ 

１０． インディアナ州インディアナポリス 

 

これら１０都市は、ベネズエラ移民の集積地と一致

していない。 

 

 

以上 


